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“第 3 回「震災対策技術展」大阪” 出展に関するご案 

 

 
この度、当社は来る 6 月 2 日（木）～3 日（金）にグランフロント大阪で開催されます、 

“第 3 回「震災対策技術展」大阪”に出展する運びとなりましたので、ご案内申し上げます。 

会場では、活動期の耐震セミナー・SRF 施工実演も行う予定となっております。 

ご多忙中とは存じますが、当社ブースへお立ち寄り下さいますよう心よりお待ち申し上げております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催

会場 

⇒セミナーのお申込みは、裏面をご覧の上、お申込みください。

【 SRF 施工実演スケジュール 】 

AM                            PM  
①10：30～（柱補強）        ③14：00～（柱補強） 

②11：30～（壁補強）           ④15：00～（壁補強）        ※両日共通 

第 3 回「震災対策技術展」大阪 

出展に関するご案内 

住所 ： 大阪府大阪市北区大深町 3-1 グランフロント大阪 内 コンベンションセンター 



「震災対策技術展」大阪 セミナーのご案内（無料） 

 

 

 

 

 
2016 年 4 月 14 日からの熊本地震では、震度 6 以上の揺れが計 7 回襲っています。5 月に入っても震度 1

以上は、1100 回を超え、活発な地震活動が続いています。2011 年 3 月 11 日の東日本大震災を契機に、

九州から、北海道まで、大小の地震が起こっており、日本列島は将に活動期に入ったと言えます。熊本

地震、東日本大震災では新耐震でも、20 世紀に開発された耐震技術で補強しても、結局、壁にひびが入

り、使用中止や、取り壊しになる事例が相次いでいます。 

 SRF は、既存の構造材や留め具に寄り添うようにしなやかで切れない材料を設置することで、上記の

厳しい地震にも耐え、施設の使用継続を可能にすることが東日本大震災、そして熊本地震でも確認され

ています。セミナーでは、具体的な報告とともに、SRF の材料から実施例まで詳しく説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 お申込み方法 】 

＜WEB＞  

①「震災対策技術展」大阪 HP（http://www.shinsaiexpo.com/osaka/）にアクセス 

② “セミナーお申込み”を選択 

③  6 月 3 日（金）D会場 13:00～13：45 “活動期の耐震セミナー「＋ＳＲＦ 」”の□欄に 

チェックを入れ、下に進んでいただき、参加申し込みフォームに必要事項をご入力下さい。 

※「震災対策技術展」大阪の招待状をお持ちでない方は、 

こちら（http://www.shinsaiexpo.com/osaka/syoutai/）よりお申込みください。 

活動期の耐震セミナー 「＋ＳＲＦ」 

◆ 新耐震の課題（同じ材料と構造で大地震に耐えようとする） 

◆ 活動期の地震被害（東日本大震災、熊本地震）で明らかになった課題と対策 

◆ ＋SRF（既存の構造材、留め具を生かして使い、震度 6以上が 7回でも大丈夫） 

◆ 天井材+SRF、設備+SRF… 

◆ 実施例、コスト 

◆ 個別相談    ※セミナー終了後に、SRF 施工実演を展示ブースにて行います。

ぜひお越しください。 

日  時  平成 28 年 6 月 3 日（金） 13：00～13：45   

※定員になり次第締め切りとさせていただきますのでご了承ください。 

 

場  所  コングレコンベンションセンター 

      （大阪府大阪市北区大深町 3-1  グランフロント大阪 内） 

対  象  ◆ビル、マンションなどの改修をお考えのオーナー様  

◆設計・建設関連の方 

◆SRF 工法について知りたい方 

◆耐震でお困りの方 

内 容 


